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析
）

○子ども家庭支援センターの役割を重視し、子育て関連情報の提供、虐待防止ネットワー
　クの形成、子育てに関する区民活動支援に積極的に取り組む必要がある。
○子育て世代の子育てに関する切実な要望を的確に把握し、施策化していく不断の努力が
　求められている。
○子育て世代に対する一定の経済的給付の必要性は否定できないが、自治体が果たすべき
　役割かどうか、財政負担の観点も含め、慎重な検討が必要とされる。区としては、地域
　に存在する、あらゆる社会資源を活用し、利用者の立場に立った、きめ細かな支援策を
　多面的に展開していく必要があると考える。

今
後
の
方
向
性

[平成19年度]

[平成20年度以降]

○男性や高齢者の子育て参加の促進や、既存の社会資源を活用した地域と一体となった子育て
　支援策に重点的に取り組んでいく。

― ― 15 ―

―

59 36 53 ―

　子育て世代が安心して子育てができ、子育てに喜びと満足感が
得られるような環境整備を図るうえで、優先度、緊急性とも極め
て高い施策である。あらゆる社会資源を活用しながら、荒川区ら
しい、地域と一体となった子育て支援策の構築に努めていく。

50

区で把握している相談件数

アンケート方式により把握す
る。

児童虐待の通報があった件数

実際に活動している子育て
サークルの数

522 436 486

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

Ａ Ａ

指
　
　
　
　
標

子育てに関する相談件数

身近に子育て相談の相手
がいる人の割合

児童虐待通報件数

活動している子育てサー
クル数

100%

―

16年度 17年度 18年度
施策の成果とする指標名

指標の推移
目標値
(28年度)

―

―

3810

指標に関する説明

○核家族化の一層の進行や地域社会とのつながりの希薄化などにより、子育てに不安や負担を
　感じている保護者に対し、安心して子育てができるような支援体制を構築することを目的と
　する。

○学童クラブ、ひろば館における児童対象事業の利用希望者は年々増加傾向にある。また、
　子ども家庭支援センター等に寄せられる相談件数も増加傾向にある。
○地域のなかで孤立感を感じ、子育てに関する不安をもつ親が増えている。
○このため、身近な場所で相談できる体制づくりや親同士の交流を図る場づくりが求めら
　れている。

関連部課名 総務企画部総務企画課、地域振興部区民課、地域振興課、子育て支援部保育課

19年度

―

― ―

子育てしやすいまちの形成[03]

施策名
部課名
課長名

施策No子育て環境の整備 03-01
内線

子育て支援部計画課
濱島明光

行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

政策
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(9,647) 11,110A B

B

― ― ―

08-02-11 51,851 22,246A

C

――

7,630 5,163C

0 10,571A

0 218B

0 1,614A

C

78,197 70,179C

17年度

管理運営費（２号事業
館）

事務事業
No

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

18年度

23,056 22,945C

新生プラン事業であり今後安定し
た事業を推進する必要がある。

児童健全育成や次世代育成が中心
の事業であり維持する必要があ
る。

新生プラン事業であり需要に対応
し安定した事業を推進するため優
先度は高い。

分類についての説明・意見等

新たな施策を構築するうえで必要
である。

児童健全育成事業を実施していく
中での維持が必要である。

実施計画事業であり、在宅育児支援策
の重点事業として積極的に実施して行
く。

08-01-02 48,537 57,047

08-01-40 625,305 819,045児童手当給付事業

放課後子どもプラン事業

学童クラブの整備

子ども家庭支援センター
事業費

次世代育成支援行動計画
策定費

施策を構成する事務事業の分類

子育て支援検討会事務

学童クラブ運営費

営繕費（２号事業館・学
童クラブ）

事務事業名
決算額（千円）

児童育成事業費

遊びサポーター

親子ふれあいひろば（ひ
ろば館）

08-02-01 

08-02-02 

08-02-04 

親子ふれあいひろば（ふ
れあい館）

03-04-13 

08-02-03 

地域子育て交流サロン事業 08-01-14

C01-01-23 0 87B

B

B

A

B

C C

C

248,442

A

B

C

児童の安全確保などの考え方から
年々需要が高まっており整備は必
要である。

尾久宮前小学校での取り組みを検
証しながら今後の方向性を検討し
ていく。

新生プラン事業であり需要に対応
し安定した事業を推進するため優
先度は高い。

―

C

C

現状の内容で実施していく。

A
子育て支援の拠点的施設として一
層の充実を図る。

現状の内容で実施していく。

子ども読書活動推進計画
事業（ふれあい館）

03-04-14 ―

子ども読書活動推進計画
事業（ひろば館）

08-02-06 ― ―

08-02-12 

児童の健全育成を図るうえで、読
書の担う役割は重要であり、今後
とも推進していく。

C B
保育料収納対策は喫緊の課題であ
り、取り組みを強化していく。

児童の健全育成を図るうえで、読
書の担う役割は重要であり、今後
とも推進していく。

児童健全育成事業を実施していく
中での維持が必要である。

放課後児童健全育成は、児童育成
事業と併せ維持が必要である。

7,633

08-02-07 

08-02-08 214,322

学童クラブ保育料の収納 08-02-09 438

0 C C08-01-01 488
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事務事業
No

決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

17年度 18年度
前年度
設　定

今年度
設　定

― B
待機児解消策にとって必要であ
り、今後とも推進していく。

南千住保育園整備費 08-01-24 ― ―

― C
地域の社会資源を活用した子育て
支援策として重要であり、今後と
も充実を図っていく。

親子ふれあい入浴事業 08-01-23 ― ― ― C
地域の社会資源を活用した子育て
支援策として重要であり、今後と
も充実を図っていく。

子育てサポーター 08-01-22 ― ―

― A
民生・児童委員による在宅育児家
庭の見守りとして重要であり、今
後とも実施していく。

託児サービス事業費補助 08-01-21 ― ― ― C
子育て中の保護者の社会参加を促
進するうえで必要であり、今後と
も実施していく。

地域子育て見守り事業 08-01-20 ― ―

― B
多胎児に対する支援策として必要
であり、今後とも現状の内容で実
施していく。

子育てフェスタ 08-01-19 ― ― ― B
地域と一体となった子育て支援を
実現していくうえで、必要であ
り、今後とも実施していく。

ツインズサポート事業 08-01-18 ― ―

― B
在宅育児支援策として重要であ
り、充実を図る。

産後支援ボランティア助
成事業費

08-01-17 ― 258 ― B
在宅育児支援策として重要であ
り、充実を図る。

乳幼児一時預かり助成事
業費

08-01-16 ― 368

在宅親子交流事業 08-01-15 ― ― ― C

合　計

452,385A C

08-03-06 181 712B B

子ども医療費助成事業費

事務費（児童・児童育
成）

白鬚西地区保育園建物賃
借料

地域活動事業費（区立保
育園）

08-01-42 1,866

08-01-45 450,443

2,821C

1,716,990 1,776,898

44,054B08-03-10 205,029
汐入地区の保育需要を満たすうえ
で、優先度は高い。

B

在宅育児支援策として重要であ
り、充実を図る。

現状の内容で実施していく。

中学生までの対象者拡大を実現し
たので、今後とも、現状の内容で
実施していく。

C

在宅育児支援策として実施してい
く。

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名


